



































































































地の文 会話文 地の文 会話文
沙石集 629 212 554 131
発心集 392 112199 62
十訓抄 800 133 327 66
著聞集 1782216 20651
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?晶名 未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形
古今集（歌のみ） 0 0 2 12 1 0
竹　取　物　語 6 10 34 43 4 0
伊　勢　物　語 2 49 u 28 2 0
大　和　物　語 4 21 19 ‘62 7 0
提防納需物語 10 15 28 107 20 G
浜松中納言物語 44 54 48 200 53 0
土　左：臼　記 0 5 15 16 4 O
蜻　蛉　臼　記 14 70 218 329 140 0
和泉式部日記 5 9 25 53 婆5
（）
紫式部日記 11 20 68 207 14 0



















地の文 13118 1 0 0 0
沙石集 騨　　需　　需　　営　　曽　畠　　一　　“　　騨　　盟　　■　　曹 幽　　7　r　　”　　ρ　　騨 一　　｝　　騨　　，　　幽　　ρ 一　　■　　一　　■　　・　　曽　　一　　r　　一会話文 3 15 3 0 O 0
地の文 1364 0 7 0 0
発心集 ”　　騨　　｝　　”　　曹　　謄　　嘗　畠　　一　　刷　　檜 曹　　一　　一　　胃　　， 曽　　一　　嘗　　暫　　F　　一 胃　　曽　　曹　　餉　　刷 胴　　骨　　一　　曹　　「　　一 早　　”　　｝　　膨　　暫　　嘗　　r　　ド　　一会話文 4 8 1 0 0 0
地の文 3169 1 8 1 1
十訓抄 ・　　一　　帽　　一　｝　　一　　騨　　腎　　騨　　曽　畠　　一 ｝　　P　一　　匿　　ρ　　曽 一　　暫　　嘗　　一　　一　　7 甲　　需　　P　　曽　　営会話文 6 4 ? 1 Q o
地の文 98015 3 11 0 1
著聞集 ，　　．　　鴨　　一　　魑　　暫　　r　　胴　　P　　・　　一　　■ 一　　■　　¶　　甲　｝ 9　　曹　　曹　　曹　　7　　醒 ，　　9　　煽　　曽　　一 嘗　曹　　雫　　¶　　騨　　艦　　■　　曽会話文 9 11 5 1 0 0
地の文 2868 3 3 0 0
宇治拾遺 幽　　畠　　曽　　P　　胃　　｝　　隔　　曹　　，　　帽　　幽　　一　　一　　r　　騨　　冒　　ρ 曹　　・　　畠　　一　　一 幽　　一　　暫　　“　　F 9　　曹　　旧　　冒　　胃　　一　　“　　「
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?贔名 未然形 連用形 終止形 連体形 巳然形 命令形
古今集（歌のみ） 0 0 7 70 9 0
竹　取　物　語 1 1 34 19 2 0
伊　勢　物　語 2 48 10 39 1 0
大　和　物　語 1 61 12 13 1 0
提中納言物語 0 2 22 30 9 0
浜松中納言物語 5 45 37 271 40 0
土　左　ヨ　記 1 12 16 71 5 0
蜻　蛉　日　記 3 6 26 43 5 0
和泉式部巴記 0 0 6 5 3 0
紫式部日記 0 1 38 48 o 0
更　級　日　記 2 1 5 23 G 0
　漢文訓読語においては，「り」は終止形・連体形よりほかに未然形・連用形・
已然形もしばしば用いられているといわれている注12。
　上代から中世までをみた場合，「り」も一般に連体形が多いことは上に述べた
通りであるが，「り」に一般に連体形の多い理由については吉田金彦先生の御国
があり，次のように述べておられる。一「意味の陳述性においても，連体形
は活用形三二：も客観性の高いもので，主観度としては低いものであるから，…
（中略）…〈現在態〉のil……ている……」というilる』の意味が連体形とい
う形態によく合致する駐三13。」一一
　「り」に関して，中世説話の五作品のうちil沙石集遍と『宇治拾遺物語爵との
地の文だけは終止形が最も多いことをさきに述べた。その他の三作品の地の文
と五作品すべての会話文ではいずれも終止形が二番Eに多い。中世説話の「た
り」においては，さきに述べたように，地の文では連用形が二番9に多い作品
　　　　　　　　　　　　　　　gg
が四つあり，会話文では五作品すべて終止形が二番目に多い。
　以上述べてきたことを大ざっぱにいえば，中世説話のほとんどの作品におい
て，「たり」も「り」も連体形が最も多いということである。そしていずれも連
体修飾の用法が大部分を占めている。
　けれども，それに次いで用例の多い活用形は「たり」と「り」とで違いがあ
る。そこで，二番冒に用例の多い活用形についてまとめると次の㊥・㊤のよう
にいえる。
　　㊥「たり」は，地の文では連用形が多く，会話文では終止形が多い。
　　㊥「り」は，地の文でも会話文でも終面形が多い。
用言において一般にどの活用形が主観的な表現をうけ持ち，また，どの活用形
が客観的な表現をうけ持つかということについては吉田先生も述べられたよう
に，終止形は主観的であり，連用形は主観的な場合と客観的な場合とがあり，
連体形（特に連体修飾の用法をさす。）は客観的であるza14。（連用形の主観的な
場合とは連用中止をいう。）以上のことは助動詞についてもいえる。筆者の判断
によれば，中世説話の「たり」には連用中止であると思われるものは一例もみ
られず，「り」においては次の一例だけが，連用中止ではないかと思われるもの
である。
　　　　　　（き　、）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（らうそう）
　和尚これを聞きて，定て様あらんと思て，此老僧が傍にみて，囲碁うつあり様を
　　見れば，一人は立り，一人は屠りとみるに，忽然として尖ぬ。　（宇治拾遺物語
　百三十七話）
そうすると中世説話の「たり」と「り」との連用形はほとんどの例が客観的表
現であると考えられる。このように活用形によって主観的または客観的という
仁方をすると、中世説話はfたり」も「り」も一般に連体形（大部分が連体修
飾の用法である。）が一番多いので，客観的表現が一番多いといえる。このよう
な基本的性格をふまえたうえで，上に述べた◎・㊤のことがらを考えると，一
一②「たり」は，地の文では客観的表現が多く，会話文では主観的表現が多い。
⑳「り」は，地の文でも会話文でも主観的表現が多い。一ということが部分
的にいえる。これはあくまで部分的であるが，内容としては中世説話の「たり」
と「り」との違いである。
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　次に中世説話の「り」の各活用形の用法をまとめておこう。まとめる要領は
「たり」の場合と大体同じであるが，中世説話の「り」において最も広い用法
をもつ『十寸抄』の各用法の例をすべて記し，他の四作品のうちからも上と同
じ用法のものを原則として一例ずつ引いておいた。なお，陣家物語の語法』に
おいて「り」（同書ではr動作存在動詞」とよばれている。）は上接語を中心に
まとめられているので，下三綱について詳しいことはわからない。したがって
中世説話などと各活用形の用法を比較するのは他Nを期したい。
未然形の用法
　助動詞「む」（rん」）の付くもの
　か様の妻に伴へらん男はたのもしくや。　（十訓抄　第五）
　　「……。ヘノ方二行テ，ウチカヘテフセラム。」（沙石集巻八）
連用形の粥法
　助動詞「き」の付くもの
　高祖つ・がなくてつみに項羽をほろぼして，天下をとれりしほどに，（十訓抄
　　第三）
　彼の天竺は南州の最中，まさしく仏の出給へりし口なれど，　（発心集　第八）
　助動詞「けり」の付くもの
　　「是に侍り。申べき事あり。」といへりければ，（十訓抄　第一）
　墨つきたりけるが，あざにたがはずなん侍ければ，みな人ふしぎの事なんおもへ
　　りける。　（古今著聞集　巻十～）
終止形の用法
　普通に終止したもの
　　「……盗をするたぐひ，只直しき心ひとつなきによれり。」　（十訓抄　第六）
　　「此の符ハ我モ知レリ。……」　（沙石集　巻十末）
　格助詞「と」の付くもの
　持寄は天子たりしかども，顔閾がいやしき身におとれりといへるも，賢愚をくら
　　ぶるにたとへたり。　（十訓抄　第三）
　律師は畠挙をして命つぐばかりを事にし給へりと聞くに，　（発心集　第二）
接続助詞「とも」の付くもの
「……親もしおごれりとも，孝子つ・しみてしたがは・・“世家全かるべし。……」
（十訓抄　第六）
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　　　　イル「……何ノ日死セリトモ，廿四日二我月忌ヲバスベシ。……」　（沙石集　巻二）
連体形の用法
　連体修飾語となったもの
　神崎の君かねがもとへおはしけり。今は窟もなき徒者になれる由也。　（十訓抄
　　第九）
　　　　　　　　　　　　　　　　（た）　蛇の尾を汀よりさしあげて，わが立てる方’ざまにさしよせければ．　（宇治拾遺物
　語百七十七話）
　「ごとし」の補格に立つもの
　　ふくさのきぬにてをしければ，かけるごとく写りて鮮かによまれけり。（十訓抄
　　第七）
　古今の序にいへるがごとく，人の心をたねとして，ようつのことの葉とそ成にける。
　　（古今著聞集　巻五）
　主格に立つもの
　忽に宝殿ひ・“き給へるいと・高し。　（十訓抄　第十）
　　「孔子飲を盗泉の水に忍び，瞥参車を勝母の塁にめぐらさず。」といへるは，（十
　訓抄　第六〉
　此詩の一句を舗して入給ぬと，かの物がたりにかけるこそおかしけれ。　（十訓抄
　　別口）
　　「其事なり。震筆を破りなせるもはfかりなり。」（十訓抄　第五）
　（上に引用したものと同じ用法の例が『古今著聞集卦鉾治拾遺物講書沙
　石集幽醗二二遭にもみられるが，紙幅の関係で引用を省略する。）
　補語になったもの
　　「……何曽が晋の政のおごれるを諌ずして，家にかへりてしりうごとしける，…
　…　」　　（十訓＄少　　第六〉
　　「汝我に縁づきし事，樋の水をこぼせるに同じ。……」　（十訓抄　第九）
　（上に引用したものと同じ用法の例が『宇治拾遺物語』・醗心集選哩古今著
　聞集』・『沙石集璽にもみられるが，紙幅の関係で引用を省略する。）
　「なり」の付くもの
　豊明の簾会とて，年々不断今におこなはる。舞娩といふは彼童女をうつせるなり。
　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　←f一毫1浮少　　第十）
　　「……さかしき事をし給ひて，又畜生の業をのべ給へるなり。」　（発心集　第八〉
副助翻ばが）」の付くもの
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　　「……此等は身のためをかまへ，へっらへる計にて，……」　（十訓話　第六）
　　「……た“よにしらぬにほひのうつれるばかりをかたみにて，……」　（古今著聞
　集巻八）
接続助詞「に」の付くもの
　さしあたりて人なき時は能々をしへいましめて，あるべき様いひしらせて，取戯
　せるに，其上猶あやまちをも僻事をもし出つるは，　（十訓抄　第七）
　誰人ならんと，人《／あやしうおもひあへるに，船は霧にこめられて見えず。
　　（古今著聞集　巻六）
格助詞「と」の付くもの
　松浦明神とておはしますは，彼さよひめのなれるといひったへたり。　（十訓抄
　第六）
　数さしの金の洲浜に，金の鶴あまたたてり。千とせつもれるといふ心なるべし。
　　（古今著聞集　二十一）
副助詞「など」の付くもの
　　今もよき人は毎事うごきなく心浅からぬは，此翁が心に通へるなどぞみゆる。
　　（旧訓抄　第六）
　終助詞「ぞ」の付くもの
　御子を男みこと心得て，あしく人の云なせるぞとか・れたり。　（十目抄　第十）
　　「……由の申にも深き康なれば，鳥の声だにもきこえず。いかにして来れるぞ。」
　　（発心集　第四）
　終助詞「か」の付くもの
　　「……物のつき給へるか。」といへば，（十訓抄　第六）
　　　　　　（をし｝　　（きたアー
　　「……我を教へに来れるか。わが心にかなはS“，用ひん。……」　（宇治拾遺物語
　酉九十七話）
　終助詞「よ」の付くもの
　　スペテ　期閲水ヲ以成川，水浴々而日度，糧閲人而為’世，人再々而行暮　と云文をかける
　　レ　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　よとおぼえていと哀なれ。　（十海賦　第九）
已然形の用法
接続動詞「ぱ」の付くもの
　　しばらく当たるにはしかず共いへれば，まことに累世清花の人なりとも，　（十訓
　抄　第三）
　　「……いまかく尋ね来る人も無きを，思ひかけず来り給へれば，……」　（発心集
　　第六）
　接続助詞「ども」の付くもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　いけ　　さま《／いたはり養へば，命ばかりは生れども，足手腰もうち折て起居もえせず。
　　（→一訓手少　　第七）
　　「カ・ル世ノタメシ，眼ニサイキリ，七八ミテレドモ，思ヒヨリテ驚ク心ナシ。」
　　（沙石集　巻五本）
『十訓抄雲を中心にした中世説話の「り」の用法は大体上に述べたような状態
である。『平家物語の語法」によれば｛［り」については「……未然形の用例と
已然形命令形の用例との全く見えざることなD。」（上，772頁）と記されている
ので，『延慶本平家物論における「り」は中世説話の五作品のいずれよりも活
用形が限られていることがわかる。なお，院政期に成立し，漢字仮名交じり文
の代表的作贔であるζ今昔物語集』の「り」については遠藤好英氏の論文があ
る。（置国語学研究s．第7’号〔昭和42年8月〕一三昔物語集における助動詞「り」につ
いて〔その文章史的一考察〕一）上の遠藤氏の論文において，活用形ごとの用法
がまとめられているが，そこに記された用法をみると，本稿にまとめた匿十訓
抄』の胴法よりもやや多いように思われる。『十泣訴』の用法は中世説話の他の
四作品のいずれよりも多いのであるから，『今昔物語製は中世説話の五作品の
いずれよりも用法が多いということになる。
4
　本稿では中世説話の「たり」と「り」とを各活用形に分けて下接語に着目し
て記述した。一般に上訳語について詳しく述べた論文は多いのであるが，下接
語について考察を加えたものはそれほど多くない。本稿に引用した著書・論文
以外に，脇詞別日本文法講座・8」に収められた一完了の助動詞一（飛田良文氏
執筆）などを参考にした。
　中世説話の用例について，「たり」と「り」との上接目も検討してみなければ
ならないが，機会を改めて試みたい。
（注1＞　その判断については佐藤宣男緋国語学研究』第5号（昭和40年8月）一
　　　「持てり」と「持たり」一を参照し，特に同誌の17頁上段～18頁上段に述
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　　　べられた旧説を参考にした。
（注2）　山田孝雄『奈良朝文法史還332頁に「属性の作用を助く．る複語尾は統覚の
　　　運用を助くる複語尾の下につくことなし。」と記されている。また，同『平
　　　安三文法史』212頁に上と同じ趣旨が述べられている。
（注3）　築島裕『平安時代の漢文訓読語につきての研究」552～557頁。
（注4）　小松登美ゼ解釈と鑑賞』22巻il号（昭和32年11月）一連用形に続く助動
　　　詞（たり）一，同誌の同号における築島裕一終止形に続く助動詞（り）一，
　　　橋本四郎匿国文学遡4巻2号（昭和33年12月）一「たり」の研究一及び一
　　　　「り」の研究一，松村明編『古典語現代語助詞助動詞詳説渥に収められた
　　　一たり（過去〔回想〕・完了）一及び一り（過去〔園想）・完了）一（橋本
　　　四郎執筆），塚原鉄雄『国文学避9巻13号（昭租39年10月）一たり（過玄〔圏
　　　想）・完了）一及び一り（過去〔回想〕・完了）一，などを参照。
（注5）　吉田金彦『上代語助動詞の史的研究嚢597頁。
（注6）　用例の検索には次の諸索引を使用した。西下経一・滝沢貞夫結今面一索
　　　引灘，山廻忠雄『竹取物語総索引露，大野普・直島稔子冒伊勢物語総索引麟，
　　　塚原鉄雄・曽田文雄il大和物語語彙索引還，鎌田広夫『提中納言物語総索引函，
　　　池田利夫販松中納言物語総索引邊，H本大学文理学部国文学研究叢写土左
　　　B濡濡索弓U，佐伯梅友・伊牟田経久ゼかげろふ日記総索引渥，東節夫・塚
　　　原鉄雄・前田欣吾謬和泉式部日記総索弓lS，佐伯梅友・石井文夫・青島徹ぎ紫
　　　式部日記用語索引遍，東節夫・塚原鉄雄・前田欣吾ゼ更級1轄己総索引諺。な
　　　お，物語と日記との幣点数は会話文と地の文とにおけるものであり，和歌
　　　の用例は除いた。また，上にあげた索引によって用例を取りあげる際に一
　　　部私意を加えた。テキストは原鋼として上記の諸索引と同じものを使用し
　　　たが，『浜松中納言物語露の場合に限り，索引のテキストである薪註国文学
　　　叢書匿浜松中納言高調を閲覧することができなかったので日本古典文学
　　　大系本を使用した。ここに述べたことがらは後に述べる「り」の場合も岡
　　　じである。
（注7）　築島裕『興福寺本大慈恩二三蔵法師伝古点の国語学的研究渥索引篇・訳
　　　文篇を参照。
（注8）　春日和男『万葉譲第7号（昭和28年4月）一助動詞「たり」の形成につ
　　　いて（「てあり」と「たり」〉一及び，同『存在詞に関する研究悉245～246
　　　頁。
（注9）　置上代語助動詞の史的研究」597頁。
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（注10）　　『上代語助動詞の災的研究毒609頁。
（注11）　第7表に収めた諸作品のテキストや，用例の検索に使用した索引などは
　　　　「たり」の場合（注6）と同じである。
（注12＞　春日政治犀西大寺本金光明最勝王経古点の国語学的研究』研究篇222頁
　　　　（勉誠社版），遠藤窺基窪訓点資料と訓点語の研究壽187頁，築島裕窪平安
　　　時代の漢文訓読語につきての研究蕩696～701頁などを参照。
（注13）　『上代語助動詞の史的研究毒616頁。また『現代語助動詞の史的研究』33
　　　頁参照。
（注14）　　窪現代語助動詞の史的研究遵32～33頁。
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